
学 会 記 事

11 当院における進行がんの在宅緩和ケアの経験

塚Ⅲ 裕子 ･阿部 葉f-･荘司久美子

m野浦裕子

在宅ケアクリニック川岸町

瞳 的 】 当院 での進 行 がん在宅緩 和 ケアの現状

につ いて検討す る.

E対 象】平成 21年 7月開院 か ら平成 23年 6月

まで に 当院 で在 宅 診療 を行 ったが ん死 亡 10複名

の うち転帰 目を把握 してい る 101名.

【結果 】年齢 は 39- 93 (中央値 70)歳,男31年/

女性 は 58/43名.店任地 は中央/酉/東/江南区が

45/31/19/6名.原 発巣は肺/消化管/礼/泌尿器/

頭頚部/皮膚/その他が38/20/13/ll/7/4/6名.荏

宅死 が 47名 (在宅期間中央値35.5日,うち7名

が一時入院あり),病院死が43名 (在宅期間中央

値28.5日,入院期間中央値 7.5日),ホスピス死

が11名 (在宅期間中央値 26札 入院期間中央値

53日)であった.入院理由として肺炎併発によ

る排疾国難が最多であった.

監結論ヨ新潟市でも進行がん患者の在宅療養支

援の需要は少なくはなく,急性期病院の在院日数

短縮,ホスピスの待機 日数軽減 に も貢献できる可

能性がある.

12 肺転移および肝転移に対する定位放射線治療
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E目的苫肺転移および肝転移に対する定位放射

線治療の有用性について検討した.

監対象 と方法ヨ2005年 7胃か ら2011年2月ま

でに肺転移調r-転移に対 して定位放射線治療を施

行 し3カ月以上経過観察可能であった 202例

(肺転移 161例,肝転移 41例)を解析対象とし

た.体幹部の転移性腫壕に対する定位放射線治療

の保険適応の条件は,3個以下(各々5cm以 ド)

の肺または肝転移で他臓器に病変がないことで

ある.
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E結 果】照射野内制御率において大腸 .直腸癌

からの転移が他の原発部位 と比較 して,肺転移で

は有意に不良であった.肺転移症例において投与

線量の増加を試みたが,大腸 ･直腸癌の肺転移症

例においては,逢8Gy/4回から56Gy/4回までの

線量増加では腫壕制御率の改善は認め られなか

I.)た.

E結語】大腸 ･直腸癌以外の転移性腺癌におけ

る定位放射線治療は,副作用の少ない有用な治療

法と考える.太陽 ･直腸癌からの転移性腫癌 は現

在当料では60Gy/5回で治療を行っている.

13 肺がん手術症例の満足度調査
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E目的】肺がん術後患者にアンケー トを行い満
足度を調査した.

監対象と方法ヨ肺がん術後の 95射札 年齢42歳
から81歳を対象として,年齢了性別,合併症の有
無と医師説明の理解,医師診療態度に対する満足
痩,看謂師の態度や言葉かけに対する満足度,ク
リニカルパスの理解,診療に対する満足度へび封｡l
答の相関 を検討した.

瞳 盲果ヨ ｢医師説明への理解｣は 87,4%に得ら
れ, ｢医師の診療態度について｣は 98%に良好.
｢看謝 輔の態度｣ は 98.1%, ｢看護師の言葉かけ｣
も96.5%と良好.｢クリニカルパスについて｣は
無回答の17%を含み24.2%が理解不 卜分.｢診
療について｣は80.70/Oが ｢満足｣と回答.満足
度との関係はチ医師の診療態度>看護師の態度>
看護師の言葉かけ>医師の説明への理解>クリ
ニカルパスの理解の順であった

ほ とめヨ患 者の満足度は,医師 書看護師の診

療態度や看護師の言葉かけが強く影響する.


